


これはあなたのノートです。
⼈⽣の最後を考えることを通じて、⾃分
らしい⼈⽣をすごす⽅法や気持ちを整理
するために、この終活ノートまつばらを
お役⽴てください。

このノートは、誰かに⾒せるために書
くのではありませんので、書きたいとこ
ろからはじめて、書きたくないところは
書かなくて結構です。

ただし、⾃分の考えや気持ちを知って
もらったり理解してもらうために、⼼の
許せる誰かに⾒てもらうのは構いません。

⼀度書いたことでも、気持ちや考えが
変われば、何度でも書き直してご利⽤く
ださい。

＊個⼈情報になりますので、誰かれなく⾒せるのはやめ
ましょう。また、⾦融⼝座番号や暗証番号などの資産に
かかわる内容を記⼊している場合は、特に取り扱いに
注意してください。
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ACPってご存知ですか？
Advance Care Planning（ アドバンス・ケア・プランニング ）の
の略で、エーシーピーといいます。
まだまだ馴染みのない⾔葉ですが、⼤変重要なことなので、理
解を進めてください。

厚⽣労働省や⽇本医師会は、「⾃らが望む⼈⽣の最終段階に
おける医療・ケア」について、次のように提⾔しています。
 誰でも、いつでも、命に関わる⼤きな病気やケガをする可能性
がありますが、命の危険が迫った状態になると、約70％の⽅が
医療・ケアなどを⾃分で決めたり、望みを⼈に伝えたりするこ
とが出来なくなると⾔われています。⾃らが希望する医療・ケ
アを受けるために、⼤切にしていることや望んでいること、ど
こで、どのような医療・ケアを望むかを⾃分⾃⾝で前もって考
え、周囲の信頼する⼈たちと話し合い、共有することが重要で
す。 ⾃らが望む⼈⽣の最終段階における医療・ケアについて、
前もって考え、医療・ケアチーム等と繰り返し話し合い共有す
る取組を「アドバンス・ケア・プランニング（ACP）」と呼び
ます。平成30年11⽉には、ACPの普及啓発に活⽤し、認知度の
平成30年11⽉には、ACPの普及啓発に活⽤し、認知度の向上を
図っていきたいと考えて、愛称を「⼈⽣会議 」とし、また、11⽉30⽇
をいい看取り・看取られと読み、「⼈⽣会議の⽇」とし 、⼈⽣の
最終段階における医療・ケアについて考える⽇としました。
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「⼈⽣のエンディングを考えることを通じて “⾃分” を⾒つめ
“今“をよりよく、⾃分らしく⽣きる活動」のことをいいます。
では、⾃分を⾒つめ、⾃分らしく⽣きる活動とは、なんでしょ
う？
 ⼈⽣の後半を趣味や⽣きがいを⾒つけて、存分に謳歌すること
もひとつですが、誰にでもやってくる“死”について、「⾃分が

どう考え」「どう⾏動するか」について考えたいものです。
これらの冊⼦の利⽤が「ACP」や「終活」に役⽴つことを願っ
ています。

めざせ「住んで良かった、松原！」

松原市医師会 医療介護連携⽀援センター

「終活」という⾔葉をご存じですか？



記⼊⽇ 年 ⽉ ⽇Ｐ3

ふりがな
⼤正
昭和
平成名 前

電話番号 ⾃ 宅 （ 072 ） － －
携帯電話 （ ） － －

年 ⽉ ⽇⽣

名 前 続柄・関係 連絡先

毎 ⽇
飲む薬

病 名 薬 名 服薬回数

アレルギー・副作⽤歴

既往歴

病 名 かかった病院



　　　　　　　　介護を希望するならどこで過ごしたいですか?

□自宅

□施設

□家族の判断に任せる

□その他(                                                                                      )

備考

介護費用について

□私の貯金や年金でまかなってほしい

□私の財産と足りない分は子どもなどに援助をお願いしたい

備考
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宗派、菩提寺、代々の墓について、家族に伝えておきましょう。

かかわりのあるお寺に黙って葬儀をあげてしまうと後で大変な

ことになります。

葬儀の実施について

□親族のみの家族葬でしてほしい

□一般葬(知人・友人・会社の人を招いて)でしてほしい

□葬儀はせずに火葬式でしてほしい

□家族に任せる

宗教について

名　　称

電話番号

宗　　派

住　　所

菩提寺

「理想の最後の迎え方」

  どこで、だれと、どの様にと希望がありましたら
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もしものときに備えて、まだ早いと思わず、医療や介護をうけるときに⼤切に
したいことを考えてみましょう。またその考えや気持ちを、家族や医療と介護に
かかわる⼈たちに話してみましょう。

時がたって考えや気持ちが変われば、また何度でも話し合ってみましょう。
⼀度話したからと⾔って、変えてはいけないことはありません。

あなたの考えや気持ちを分かってくれている⼈がいるということは、あなたの
⼼の負担を軽くするだけでなく、周りの⼈も安⼼してあなたの医療と介護に寄り
添ってくれるでしょう。

好きなことができること。 □
痛みや苦しみがないこと。 □
1⼈の時間が保てること。 □
家族や友⼈など⼤切にしている⼈と⼀緒にいること。 □
家族の負担にならないこと。 □
⽣きるための治療を受けられること。 □
仕事や社会的な役割を続けていられること。 □
その他（ ) □

病名や余命について、わたしにすべて教えてほしい。 □ □
わたしには告知しないでほしい。
理由（ ) □ □

家族または（ ）さんに任せる。 □ □

その他（ ) □ □
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家族に話を聞いてほしい。
→⽒名（ ）関係（ ) □ □
頼みたい⼈がいる。
→⽒名（ ）関係（ ) □ □
成年後⾒制度を利⽤する。 □ □

１）治療の際にあなたが⼤切にしていることは何ですか。

２）告知について

３）もし私が認知症等で判断するのが難しくなったとき

望む

望む

望まない

望まない
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記⼊⽇ 年 ⽉ ⽇

契約先 連絡先
家（家賃・管理費・町会費・駐⾞場・倉庫)

電気
ガス
電話・携帯電話
インターネット・定期購⼊しているもの
新聞・⽜乳・宅⾷
保険
不動産
その他会員など（ )

4)延命処置について 望む 望まない

⼼肺蘇⽣装置 □ □
⼈⼯呼吸器 □ □
胃ろう □ □
経⿐移管栄養
(⿐からチューブを挿⼊して栄養剤を注⼊する） □ □

中⼼静脈栄養(⼼臓近くの太い⾎管にカテーテルを留置して
⾼濃度の栄養輸液を投与する) □ □

もう少し詳しいことを調べたいときは、こちらをご覧ください。
→厚⽣労働省 神⼾⼤学

ゼロから始める⼈⽣会議「もしものとき」について話し合おう。

5）私が契約しているもの（解約が必要なもの）

６）病状が悪くなったり、もしものときが近くなったらどこで療養したいですか。

⾃宅 □
病状に合った病院や施設 □
病状にかかわらず病院や施設 □
特に希望はないので家族に任せる □
その他 ( ) □
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) そ の 他

「して欲しいこと」

「して欲しくないこと」

自由に記入してください

「今、心配してること」

Ｐ88888
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もしもの事態を伝えたい⼈ (連絡先)

氏　名

電話番号

氏　名

電話番号

氏　名

電話番号

氏　名

電話番号

氏　名

電話番号

氏　名

電話番号

氏　名

電話番号



今、一番食べたい物は 何か浮かびますか？
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思い浮かべてみてください
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〒580-0032
松原市天美東7丁目103番地

〒580-0043
松原市阿保3丁目5番18号
ヒダカビル
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市⺠の皆様が、病を持ちながらも住み慣れた地域で暮らしたい、⼈⽣の最後は
我が家で過ごしたい等というご希望に添った医療を提供するために、医療介護連
携⽀援センターが、体制を整えて市⺠の皆様のご要望にお応えします。

〒580-8501 松原市阿保1丁⽬1番1号 電話 072-334-1550（代表）
開庁時間︓午前9時から午後5時30分（⼟・⽇曜⽇、祝⽇、年末年始除く）

在宅医療に関するご相談
医療介護連携⽀援センター
TEL 072-349-8651 FAX 072-349-8652

医療機関検索

https://matsubarashi_ishikai.com/search_main/

〒580-0015 松原市新堂1丁⽬602-4 電話 072-333-3531（代表）
開館時間︓午前9時から午後5時30分（⼟・⽇曜⽇、祝⽇、年末年始除く）

高齢介護課　収納係 TE L . 0 7 2 - 3 3 7 - 3 1 0 2

高齢介護課　高齢支援係 TE L . 0 7 2 - 3 3 7 - 3 1 1 3
若年性認知症相談窓口を開催しています。

高齢介護課　認定係　TE L . 0 7 2 - 3 3 7 - 3 1 3 1

高齢者福祉・介護予防に関すること

介護保険料に関すること

要介護（要支援）認定申請介護サービスに関すること

松原市役所の相談窓口
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記⼊⽇ 年 ⽉ ⽇

表紙の写真はインドホシガメの親子の家族です。

（左・母12歳、中・子１歳、右・父13歳）

「鶴は千年、亀は万年」と言われておりますように、亀は長寿

のシンボルとされています。写真の亀の家族のように、仲睦ま

じくいつまでも健やかに長寿でいられますようにと願い投稿

いたしました。

尚、インドホシガメは、インド、スリランカ原産のリクガメです。

令和８年７月

メモ

表紙の写真提供者より、終活ノートの改訂にあたりひと言いただきました。




